
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
横浜市立脳卒中・神経脊椎センターでは、公立の専門病院の使命として、質の高い医療情報を

発信しています。 

４年ぶりとなる今回の講演会では、健康寿命延伸に向け、日本人の５人に１人がかかっている

とも言われ、激しいひざの痛みを引き起こす変形性膝関節症と、寝たきりになる病気の第１位で

ある脳卒中について、日々、治療の現場に立つ当院医師が分かりやすく解説します。 

ぜひ多くの方にご来場いただき、健康について考えるきっかけにしてください。 

 
１ 日時 令和５年 12 月９日（土）10:00～12:30 

（開場 9:30） 
２ 会場 南公会堂 

（横浜市南区浦舟町 2 丁目 33 番地 

南区総合庁舎内） 

３ 定員 500 名 
（事前申込不要、当日直接会場へ） 

 
 

４ 講演内容 
第１部 「脳卒中について学ぼう ―その知識が自分を、周りの人を寝たきりから救う―」 

脳神経内科 山本 良央 (やまもと りょうお) 担当部長 
脳卒中による後遺症を少しでも減らし、命を守るために何より必要なの

は、予防と早期発見・早期治療です。講演会では、日々脳卒中の患者さん

の治療にあたっている現場の医師が、脳卒中の予防方法から、万一発症し

た際に脳卒中に気づくためのチェックポイント、119 番のタイミング、

医師や救急隊に伝えてほしいことなどをわかりやすく解説します。 

 
第２部 「変形性ひざ関節症の手術 ―新たな流れ：ロボット支援人工関節―」 

整形外科 齋藤 知行 (さいとう ともゆき) 病院長 
変形性膝関節症は、ひざの軟骨がすり減って骨と骨の間隔が狭くなるこ

とで強い痛みが出る病気です。加齢による発症が多く、そのままにしてお

くとひざが変形し、歩くのも難しくなります。 

 講演会では、患者さんのひざの痛みに長年向き合ってきた病院長が、ひ

ざの痛みの予防方法から、具体的な治療法、手術を決断するタイミングま

でお伝えします。また、当院が今年度導入した人工関節手術支援ロボット

を用いた手術についてもご紹介します。 

お問合せ先 

医療局病院経営本部 脳卒中・神経脊椎センター 地域連携総合相談室 副室長 幕田 雄亮 Tel045-753-2659 

 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

令 和 ５ 年 1 1 月 2 4 日 
医療局病院経営本部脳卒中・神経脊椎センター 
地 域 連 携 総 合 相 談 室 

 

ひざの痛み 脳卒中 
横浜市立脳卒中・神経脊椎センター市民講演会 

(写真：令和元年度市民講演会の様子) 

について当院医師が解説します! 






